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復活節第 5 主日  説教 「祝福の道筋」 要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2021 年 5 月 2 日  

マタイによる福音書 1:1～17

 聖書を初めて開いたときのことを思い
出します。最初に手にした聖書は、高校
の頃にいただいたギデオン協会の聖書で
したが、聖書というタイトルが気になっ
たからなのでしょう。大学進学で親元を
離れ、その間、何度か下宿を変わったり
もしたのですが、捨てずにずっと手元に
置いていました。しかし、開いた記憶は
一度もなく、この聖書を初めて開いたの
は、社会人になって壁にぶつかったとき
のことでした。何か気の利いたことが書
いてあるに違いないと思ったからなので
すが、ただ、この試みは読み始めて直ぐ
に挫折することとなりました。新約聖書
の 1 ページ目から読み始めたのがよくな
かったのですが、どうやらこうした経験
は私だけではないようです。教会内では
よく聞く話で、ですから、マタイによる
福音書のこの最初の箇所は、聖書を読ま
ない口実を人に与えるものだとも言える
のでしょう。なぜなら、どうして聖書を
読まないのですかと問われ、1 ページ目
で挫折したからと答えれば、それで多く
の人が納得してくれるからです。ちなみ
に、皆さんは、言い訳をする方でしょう
か、それとも、説明を聞き、仕方ないと
思う方でしょうか。どちらでしょうか。 
 それにしても、どうしてこの最初の箇
所で躓く人が多いのか。それは、人の目
を引くところがまったくないからです。
つまり、読み手のことをまったく配慮し
ていない、そういう独りよがりな印象を
与えるものがこのマタイによる福音書の
最初の箇所であるからです。ですから、
他の福音書と順序を入れ替えれば、聖書
の取っつきの悪さは少しは良くなるのか
もしれません。けれども、どんなにぶっ
きらぼうな印象を与えようとも、それが
私たちにとっての聖書なのです。一字一
句、手を加えることは許されない、だか
ら、聖書は聖書と言われてもいるので
す。では、私たち読み手の気持ちを削
ぎ、福音に触れるのを拒むのが、私たち
が聖書と呼んでいるものなのでしょう
か。もちろん、そうではない。特別な読
み手を選んだり、また、新たな読み手を
拒んだりするものを、私たちは聖書と呼

んだりはしていないからです。そして、
それは、このマタイによる福音書もそう
です。 
 マタイによる福音書が記されたのは、
学者によれば、紀元後 90 年前後と言わ
れております。つまり、エルサレムがロ
ーマによって滅ぼされてからしばらくし
てのことであったということです。そし
て、このイエス様の物語の担い手はディ
アスポラのユダヤ人と呼ばれた人々であ
ると言われておりますが、ただ、この離
散の民は、エルサレムから逃れた人々だ
けではありません。当時、すでに各地に
多くあり、それゆえ、マタイによる福音
書は、特定の、ある特殊な人々だけを対
象としているのではありません。分かる
人、興味のある人だけを対象とはしてい
るわけではなく、マタイの教会の半分く
らいの人たちが異邦人キリスト者であっ
たと言われていますように、その担い手
の中心がユダヤ教からの改宗者であった
としても、様々な背景を持つ人々の中で
語り継がれていったものがこのマタイに
よる福音書でもあるのです。それゆえ、
教会の人々は自らの原点、出自というも
のを確かめなければなりません。自分た
ちの歴史はこういうものなんだとの一致
がなければ、教会という交わりを保つこ
とが難しいからです。ですから、1 章 1
節で「アブラハムの子ダビデの子、イエ
ス･キリストの系図」とあるところから
は、人々の意気込みと覚悟を感じないわ
けには参りません。 
 そして、人々のその熱い思いを支えた
ものは、他でもない、イエス･キリスト
というお方がユダヤの伝統と歴史の中か
ら生み出されたというこの事実です。と
ころが、この意気込みが私たちの躓きの
理由でもあるのです。それは、言うまで
もなく、私たちの出自がユダヤという土
地とはまったく無縁なものでもあるから
です。だから、そのことを殊更に強調さ
れることは、私たちにとってあまりいい
印象を与えません。特に、ユダヤ人のコ
ミュニティとも、また、キリスト教のコ
ミュニティとも、そのどちらとも関わっ
た経験がない、書物としての聖書だけに
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触れている人にはなおのことです。私が
開いた聖書を直ぐに閉じたのにはそのた
めでもありますが、ところが、その私が
今や聖書から毎週、毎週、皆さんにこう
して何かを語りかけているのです。です
から、それについては私自身一番驚いて
もいるのですが、ただ、それにしても、
どうしてそのような大きな変化がもたら
されることになったのか。私は、ここに
聖書の御言葉の力強さというものを感じ
ないわけにはまいりません。けれども、
それは、私が強い意志の持ち主であった
からでもなく、また、青雲の志に駆られ
たからでもありません。もちろん、高い
理解力や豊かな感性を持っていたからで
もありません。自分の力で聖書の御言葉
との間にある距離を縮めたわけではない
からです。 
 ところで、これは折りにつけ皆さんに
申し上げていることですが、聖書が私た
ちに何かを語る目的は何か、それは、聖
書を中心に置いたコミュニティ、共同体
を築き上げることです。つまり、私の身
の上に起こった変化は、私個人の問題と
して起こったことではなく、交わりを築
くべく起こった出来事であったというこ
とです。そして、それは、私だけでな
く、皆さんもそうですし、また、マタイ
による福音書の担い手の人々もそうで
す。ところが、聖書の周りに集められた
人々は、皆が皆同じ出自、同じ価値観、
同じ考え方の人々ではありません。つま
り、味の好みに始まって、好きなものや
嫌いなもの、何に喜び、何に憤り、何に
困るのか、そういう生きる上での価値観
や考え方がすべてにわたっててんでんバ
ラバラであったのがその担い手であると
いうことです。ですから、それを纏め上
げることは容易なことではありません。
けれども、この大いなる挑戦を始めたの
は、他でもない神様ご自身です。ですか
ら、神様ご自身が挫折するわけには参り
ませんし、そもそものところで、そうし
たことは初めから想定されてはおりませ
ん。そして、事実、そうではなかったわ
けで、だから、主イエスの物語にこうし
て聞いている人々が次から次へと生み出
され、歴史を貫いて、教会という、一つ
の大きな形を伴うものへと発展していく
ことにもなったのです。ただし、人がそ
れをイメージできるようになるまでには
長い時間を要しました。そのために要し
た時間はおよそ千年くらいであったと言
われていますが、ですから、今日のこの

箇所が、もし本当に人との対話を拒んで
いるとしたら、聖書の御言葉が世界に広
がり、その理解が深められ、教会という
一つの交わりが人類の歴史に刻まれるこ
とはなかったはずです。従って、およそ
1500、1600 年とも言われている、このア
ブラハムに始まってイエス様に至る系図
の語るところは、交わりを築くべく働か
れる神様の御心が歴史を通じて一貫性し
ているということです。 
 このように、物事の始まりである今日
のこの箇所は、そもそものところで対話
を拒み、人を排除するために記されたも
のではありません。そして、その力の源
泉こそが私たちが愛と呼んでいる神様の
御心でもあるのです。だから、当然のこ
とではありますが、私たちの交わりはこ
の愛によって築かれることになります。
まただから、私たちの交わりを聖書の御
言葉は神の家族と呼んだりもするので
す。従って、出自や価値観や趣味趣向の
違う私たちがそれぞれの拘りを手放し、
神様に喜ばれるべく大きく変えられてい
くのは、この愛ゆえのことでもあります
が、つまり、それが一つとされるという
ことであり、また、そこに築かれたもの
が教会という交わりであるということで
す。それゆえ、私たちはいつまでもてん
でんバラバラなままであっていいわけは
ありません。聖書の御言葉によって私た
ち一人ひとりは変えられていかなければ
ならず、そもそものところで言えば、そ
こで変えられた人々の集まりが教会とい
う交わりであるということです。 
 ですから、ここに登場する一人ひとり
は、そういう意味で神様の御心によって
大きく変えられた人々であり、そこでま
ず最初に登場するのがアブラハムです。
そして、このアブラハムは、アブラハ
ム、イサク、ヤコブの神と言われるよう
に、私たちが神様について何かを語る上
で絶対に外すことのできない人です。そ
れは、神様の突然の召しに従って、乳と
蜜の流れる地、カナンを目指して、全財
産を携え、一族郎党すべてを引き連れ、
彼の地を目指したのがアブラハムであ
り、そして、このアブラハムから始まっ
たものが神の民であるからです。それゆ
え、アブラハムについてはどれほど評価
しても評価し尽くせることはありませ
ん。ところが、そういう目でここに記さ
れている一人ひとりを見ていくと、実に
様々、この人も、と思う人の名前までも
見つけることができるのです。3 節にあ
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るタマル、5 節のラハブとルツ、そし
て、名前すら記されてはおりませんが、
6 節には皆さんよくご存じのウリヤの妻
とのみ記されている者も見つけることが
できるのです。そして、この人たちは皆
女性です。しかし、普通に子をもうけ、
育て、命を次の世代へと繋いだ人々では
ありません。タマルとラハブは遊女であ
ったといわれていますし、ルツは異教徒
であり、ウリヤの妻バトシェバに至って
は数奇な運命によって不義の子をもうけ
ることになった人です。ですから、本来
であれば、歴史の表舞台に登場すること
のない人たちですが、けれども、その名
が系図に記され、表舞台に登場してい
る。それは、ここに歴史を貫く神様の御
心を見ることができるからです。しか
し、私たちの目から見ればとどうか、こ
のことは一貫性を欠いているとしか思え
ません。 
 神様の御心は、ここにその名が記され
ている人々だけでなく、その背後に隠さ
れた、名もなき人々の上にも注がれてい
ます。だから、系図は、聖書において非
常に重要な意味を持つのですが、それ
は、聖書において人間とは、生きるか死
ぬか、発展するか衰退するか、ただそれ
だけのものではないからです。神様の祝
福によって時間と空間の内に広がりもっ
て造られたものが人間であり、系図はそ
のことを私たちに伝えるものなのです。
従って、系図が私たちに伝えることは、
神様の祝福の内側に置かれてこそ、人間
は人間たり得るということです。そし
て、このことはまた、ある時点でのみ通
用するものではありません。世界が造ら
れたその始まりから終わりまで続くもの
であり、この神様の御心に包まれている
のが私たち人間であると、系図にはそう
いう意味が込められているのです。です
から、新約聖書の最初のところでそうい
う人間に向けられた神様の祝福が記され
ているということは、つまりは、イエ
ス･キリストの出来事が示すことは、神
様の救いの御業が時間と空間の中で世界
全体に広がっていくものであり、マタイ
による福音書は、この神様の宣言をもっ
て語り始められているということです。
ですから、こうして御言葉に聞いている
私たちは、そういう意味でここに記され
ている系図とは無関係ではあろうはずは
ありません。系図にある名前は私たち一
人ひとりであり、それゆえ、私たちが変
えられるということは、つまりは、系図

にその名を見出すものとなったというこ
とです。系図の中に収まりを見出してい
るのが私たちであるということなので
す。 
 そこで、改めてここに記されているそ
の名を見て参りますと、そこには、アブ
ラハム、イサク、ヤコブ、さらには、ダ
ビデ、ソロモンと、名だたる信仰的英雄
の名前を見出すことができます。けれど
も、その一方で、先ほども少し触れまし
たが、そこには歴史の表舞台に登場する
のも憚れる人々もいるのです。それだけ
ではありません。私たちがよく知ってい
るイザヤ、エレミヤなどの預言者の名前
が一人も見出すことができないように、
この人はと思う人々の名前もありませ
ん。従って、そういう意味で、そこに名
前があるかないかは大きな問題ではあり
ません。けれども、そこに名前がないと
いうことは、人によっては不安を感じさ
せるものです。ですから、そういう意味
で、私たちが疎外感を感じるのは、初め
て聖書に触れたときだけではありませ
ん。そして、それは、ここにその名を記
された人々も逆の意味では同じです。な
ぜなら、アブラハムが保身からエジプト
のファラオにその妻サラを差し出したよ
うに、イサク然り、ヤコブ然り、ダビデ
然り、ソロモン然り、信仰的英雄と言え
ども、それぞれ落ち度があることを私た
ちはよく知っているからです。つまり、
名前があるということは、恥を知り、そ
の罪を知っている者にとっては逆の意味
で恥ずかしいことであり、それゆえ、見
方を変えれば不安の種でしかないという
ことです。 
 このように、そこにその名を記されて
いる人もいない人々も、イエス様の物語
の担い手であったマタイの教会の人々も
私たちも、御言葉を前にしたとき、すべ
てが同じように疎外感を感じながら生き
るしかないのですが、それは、人が生き
るということが不安と切り離されたとこ
ろには置かれていないからです。ところ
が、その私たちが時を越え、場所を越え
て、世界に広がっていった、チャップリ
ンが「人生はクローズアップで見れば悲
劇だが、ロングショットで見れば喜劇
だ。」と言ったそうですが、神様の御心
の内側を生きる私たちの人生とは、まさ
にそういうものだということです。つま
り、系図が私たちに伝えることは、私た
ちの人生が、仮にどれほどの悲劇に見舞
われようともそのままでは終わらないと
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いうことです。なぜなら、御心によって
必ず喜劇に変えられていくからです。つ
まり、笑えない話であっても必ず笑える
話に変えられていく、系図にはそういう
意味があるのです。ですから、そう考え
れば、私がこうして今この場に立たされ
ていることは、悲劇であると同時に喜劇
であるということです。そして、それ
は、人生というものが自分一人だけの力
で築かれるものではないからです。なぜ
なら、神様の祝福の内に置かれているの
は自分一人だけではなく、神様に創られ
たこの世界に生きる私たちは、実に様々
なものとの関わりの中に生きているから
です。 
 ですから、系図の最後にイエス様の名
前が置かれているのは、イエス様がまさ
にそういう関わりの中を歩んだというこ
とであり、つまりは、そういう人と人と
の関わりの中に収まるものが、系図にそ
の名を刻まれた私たちであるということ
です。ただし、様々な関わりは、関わる
がゆえに私たちを躓かせます。そして、
その中で最も大きなものが神様の御心で
あり、その現れであるイエス様の十字架
と復活の出来事です。それは、地に生き
る私たちには、天のことをにわかには受
け入れることができないからです。それ
ゆえ、私たち人間にとって福音は躓きで
しかありません。躓くしかないのが福音
というものでもあるのです。ですから、
それが新約聖書の一番最初に記されてい
るというのは何をか言わんやということ
です。鉄は熱いうちに打て、ということ
ではありませんが、躓くなら早いに越し
たことはないということでもあるのでし
ょう。ですから、そういう意味で、聖書
は私たちに媚びず、なびかない。だか
ら、私たちは福音に躓くしかないのです
が、けれども、ここにまた、系図を通し
て語られた聖書の重要なメッセージがあ
ると思うのです。 
 私たちの人生は、読みたいものだけを
読み、見たいものだけを見、聞きたい者
だけを聞き、食べたいもの、飲みたいも
のだけを口にしていればそれですむもの
ではありません。聖書において系図が重
要な意味を持つのはそういう意味でのこ
とでもありますが、ところが、私たちは
どうなのでしょう。系図をつまらないも
の、自分とは関わりのないもの、それゆ
えに躓きでしかない、と思ってしまう。
それは、私たちが様々なものと関わりな
がら生きているということを受け止める

ことができないからです。だから、変わ
ること、変えられることに躊躇してしま
う、まただから、変わらねば、変えねば
と焦ってしまう、それは、どちらも、こ
のままでは立ちゆかないが分かっている
からです。そして、それは、私たちがそ
れでも身の置き所を変えるところができ
ないからです。つまり、人間とはそうい
うものであり、そして、系図はそのこと
も私たちに教えてくれているのです。 
 ならば、私たちはどうすればいいの
か。兄エサウとヤコブの和解がどのよう
にもたらされることになったのか。それ
は、神様がヤコブの罪を軽く見たからで
はありません。兄エサウとの再会をヤコ
ブが恐れたのは、自らの罪と向き合った
からでもありますが、それは同時に、ヤ
コブが神様のことを恐れたからです。と
ころが、そのヤコブが兄エサウと再会
し、和解することができた、それは、ヤ
コブが神様の御前にあって自らを再発見
したからです。つまり、神様と和解する
ことが許された、兄エサウとの和解はそ
れゆえに実現することになったのです。
そして、私たちにとってそれがイエス･
キリストの出来事であり、それゆえ、こ
の神様の赦しを受け入れたとき、私たち
は必ず変えられていくことになるので
す。つまり、聖書を理解してもしなくて
も、イエス様と共にあることを信じる私
たちは、すでに神様の赦しの中に置かれ
ているわけですから、変わらなければと
か、変えなくてはとか、血相を変えて何
かをする必要はありません。そういうこ
とを考えなくとも、私たちの将来はイエ
ス様が共にいますがゆえに、神様に喜ば
れるべく必ず変えられていくのです。マ
タイによる福音書はこのことを最初に語
り、しかも、ただ語るだけではなく、実
際にそのように生きた人々の名前を記す
ことで、具体的にそれが事実であること
を私たちに伝えてくれてもいるのです。 
 コロナ下にあって、もしかしたら、福
音は、私たちが喉から手が出るくらい欲
しいと思えないものなのかもしれませ
ん。けれども、そのような私たちだから
こそ、聖書の御言葉はなお語りかけてく
れるのです。安心しなさい。さあ行きな
さいと。祈りましょう。 
 


